
令和８年度 大谷保育所 重要事項説明書 

保育の提供の開始にあたり、当保育所があなたに説明すべき内容は、次のとおりで

す。 

１ 事業者の運営主体 

事 業 者 の 名 称 室戸市 

事 業 者 の 所 在 地 室戸市浮津２５番地１ 

事業者の電話番号・ＦＡＸ 0887-22-1111・0887-22-1120 

代 表 者 氏 名 室戸市長 植田 壯一郎 

２ 施設の概要 

種 別 保育所 

名 称 室戸市立大谷保育所 

所 在 地 室戸市浮津 149 番地 1 

電 話 番 号 ・ Ｆ Ａ Ｘ 0887-22-2260・0887-22-2260 

施 設 長 氏 名 山本 洋子 

開 設 年 月 日 昭和 25 年 7 月 26 日 

利 用 定 員 （ 年 齢 別 ） 
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

４人 ８人     １８人 

３ 施設・設備の概要  別添 

敷 地 面 積 1742.01 ㎡ 

園 舎 
構 造 鉄骨造  平屋建て 

延 床 面 積 776.61 ㎡ 

 

 

施設設備の

数 と 面 積 

 

 

 

 

 

乳 児 室 
1 室 63.99 ㎡ 

ほ ふ く 室 

保 育 室 2 室 138.84 ㎡ 

遊 戯 室 1 室 80.3 ㎡ 

調 理 室 1 室 62.64 ㎡ 

調 乳 室 1 室 3.20 ㎡ 

幼児用トイレ 10 個 31.4 ㎡ 



 

 

 

 

 

施設設備の

数 と 面 積 

医 務 室 1 室 9.36 ㎡ 

事 務 室 1 室 44.46 ㎡ 

休 憩 室 1 室 7.29 ㎡ 

設 備 の 種 類 プール、冷暖房完備 

屋 外 遊 戯 場 （ 園 庭 ） 屋外遊戯場 1742.01 ㎡ 

 

※園舎 平面図 
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４ 施設の目的、運営方針 

目 的 
保護者の就労など家庭での保育に欠ける子どもの 

保育を行う。 

運 営 方 針 
子ども一人一人を大切にし、保護者からも信頼さ

れ、地域に愛される保育所を目指す。 

 

５ 職員体制 

施 設 長   1  人（資格：保育士資格・幼稚園二級） 

保 育 士   ５人 （常勤： ５人、非常勤 ０人） 

調理員（栄養士除く）   1.3 人 （常勤： 1 人、非常勤 0.3 人） 

看 護 師     人 （常勤：   人、非常勤  人） 

栄 養 士     人 （常勤：   人、非常勤  人） 

事 務 員     人 （常勤：   人、非常勤  人） 

その他（  補助員 ） 人 （常勤：   人、非常勤  人） 

６ 職員の職種、員数及び職務 

  当園が保育を提供するにあたり配置する職員の職種、員数及び職務内容は

次のとおりとする。職員の配置については国が定める配置基準を下回らない  

   人数とする。なお職員数は入所人数により変動することがある。 

   

（1） 園長 １人 

園長は、保育の質の確保及び向上を図り、職員の資質の向上に取り組むととも

に、管理運営を行う。 

（2） 保育士 5 人 

保育士は保育課程に基づき園児に保育を実施する。 

（3） 調理員 １人  3 時間パート１人 

調理員は献立に基づく調理業務及び食育に関する活動を行う 

 

７ 保育を提供する日 

開 所 日 平日・土曜日（午前中） 

休 所 日 日曜・祝日・年末年始（12/29～1/3） 

 

 



８ 保育を提供する時間 

（１）開所時間 

月曜日から金曜日 午前 7時 45 分から午後 17 時 45 分まで 

土曜日 午前 7時 45 分から午後 12 時 15 分まで 

 

 

（２）保育標準時間認定に関する保育時間 

月 曜 日 か ら 金 曜 日 の 保 育 時 間 午前 7時 45 分から午後 17 時 45 分まで 

土 曜 日 の 保 育 時 間 午前 7時 45 分から午後 12 時 00 分まで 

 

（３）保育短時間認定に関する保育時間 

月 曜 日 か ら 金 曜 日 の 保 育 時 間 午前 8時 30 分から午後４時 30 分まで 

土 曜 日 の 保 育 時 間 午前 8時 30 分から午後 12 時 00 分まで 

 

９ 利用料金 

利用料（利用者負担） 

室戸市特定教育・保育施設の利用者負担額に関する

規則に定める利用料（保育料）や給食費は、現在室戸

市独自の子育て支援施策として全世帯無償化となっ

ています。 

 

・令和元年１０月より３歳児以上 保育料無償化 

・令和５年４月より０～２歳児 保育料無償化（令和

７年度まで） 

・令和６年度から給食費（主食・副食費）無償化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



10 提供する保育の内容 

児童福祉法、子ども・子育て支援法、その他関係法令等を遵守し、保育所保育指

針及び保育課程に沿って、乳幼児の発達に必要な保育を提供します。 

 家庭的な雰囲気の中で異年齢の子どもたちが仲良くゆったりと過ごせま

す。 

 0 歳児からの入所を受け付けています。 

 育児相談を受けます。 

 特別支援保育児の受け入れに対応しています。 

 アレルギー除去食を行っています。 

 貸出し絵本を行い親子読書に取り組んでいます。 

 季節を取り入れた食育のなかで、育てて食べる楽しさを体験しています。 

 園外保育でたくさんの自然に触れ合い、地域との交流も大切にしています。 

 

＜毎日の保育の流れ（例）＞ 

時間 乳児 幼児 

7:45 

7:45 

開園 

保育標準時間開始 

順次登所 

 

開園 

保育標準時間開始 

順次登所 

8:30 

 

9:00 

保育短時間開始 

順次登所 

おやつ 

遊び（室内外）・散歩など 

保育短時間開始 順次登所 

・遊び（室内外）・散歩など 

 

10:00 

11:00 

 

食事 

（年齢によって前後します） 

 

11:30  食事 

（年齢によって前後します） 

12:00 お昼寝 

（年齢によって前後します） 

 

13:00 

 

 

15:00 

 

 

目覚め 

おやつ 

お昼寝 

（年齢によって前後します） 

目覚め 

おやつ 

16:30 順次降所 順次降所 



16:30 

 

18:00 

18:00 

保育短時間終了 

 

保育標準時間終了 

閉所 

保育短時間終了 

 

保育時間標準終了 

閉所 

 

＜ 保育計画（年間）＞  

ク ラ ス 保 育 計 画 

０ 歳 児 個々の生活ﾘｽﾞﾑを整え、基本的な生活習慣を養う 

１ 歳 児 
安心できる保育者との関係のもと自分でしようとする気持ち

が芽生える。 

２ 歳 児 
保育者との安定したかかわりの中で身の回りのことが出来、

自分の思いを伝えることが出来る。 

３ 歳 児 
保育者や友だちと遊ぶ中で自分のしたいこと、言いたいこと

を言葉や行動で表現する。 

４ 歳 児 
保育者や友だちと一緒に遊びながら、つながりを広げ集団と

しての行動ができるようになる。 

５ 歳 児 
生活や遊びの中で、ひとつの目標に向かい力をあわせて活動

し達成感や充実感をみんなで味わう。 

そ の 他 

（ 年 間 行 事 ） 

毎月･･･身体測定・避難訓練 

お誕生会（誕生児がいない時は、お楽しみ会） 

遠足（4月・11 月頃親子遠足・3月）夕涼み会（7月） 

運動会（10 月）発表会（12 月） 

保育参観日・お店やさんごっこ（2月） 

卒園式（3月）老人会との交流会（月 1回） 

 

＜クラス編成＞ 

年 齢 ク ラ ス 名 

0 歳 児 つ ぼ み 

1 歳 児 ひ よ こ 

２ 歳 児 も   も 

３ 歳 児 ゆ   り 

４ 歳 児 う   め  

５ 歳 児 ば   ら 



 

 

11 給食等について 

  提供内容 
保育所での摂取割合 

（一日の摂取カロリー） おやつ 
給食 

おやつ 
主食 副食 

０歳児 〇 〇 〇 〇 

（1050kcal） 

50％ １歳児 〇 〇 〇 〇 

２歳児 〇 〇 〇 〇 

３歳児  〇 〇 〇 
（1400kcal） 

45％ 
４歳児  〇 〇 〇 

５歳児  〇 〇 〇 

 

＜給食の提供にあたって＞ 

 自園調理を行っています。食事は適温で食べられるよう配慮しています。 

 乳幼児統一献立や月齢や育ちに対応した離乳食の適切な提供を行います。 

 身体的状況に応じた自助具等の適切な活用と援助を行います。 

 菜園活動を行い、園内の畑やプランターに季節ごと野菜を育て観察・収穫して

食育へとつないでいく「育てて」「食べる」楽しさにつなげる体験をします。 

 季節食、行事食、和食を献立に取り入れています。 

 

＜アレルギー対応について＞ 

当園は高知県が策定する「保育所における食物アレルギー対応マニュアル」に

基づき、適切な対応に努めています。 

 

 アレルギー対応とアレルギー指示書の提出について 

アレルギーについて配慮が必要な場合、保護者から申し出てもらい、食物の除去

については、医師の診断に基づき室戸市の作成した「保育所食物アレルギー指示

書」に記載のうえ提出をして下さい。 

 アレルギーの除去食を提供します。   

 

 



12 保護者に用意していただくもの 

 

（１）入園時にご用意いただくもの 

《全園児》 

 ・保育所入所書類 ・入所児の状況調べ ・保護者の緊急連絡先 

・お布団・お布団袋・パジャマ・パジャマ袋・手拭タオル・絵本袋 

・歯ブラシ・コップ（袋に入れてください）  

・着替え一式・汚れ物を入れる袋 

《幼児クラス》 

・お箸・お箸箱・お弁当袋・上履き・上履き入れ 

《乳児クラス》 

・フォーク、スプーンセット・袋 ・おしぼり・おしぼりケース 

・エプロン・紙オムツ・汚れものを入れる袋  

《その他》 

 ・保育用品は、すべて支給・貸与されます。 

 （出席ノート・連絡帳・粘土・はさみ等保育所で使用するもの） 

 

（２）毎日持参いただくもの 

《全園児》 

・通園かばん・出席ノート・手拭タオル 

・パジャマ（夏期 7 月～8月） 

《幼児クラス》 

・お箸（お箸箱に入れて持たせて下さい。） 

（完全給食です。ご飯は保育所で用意します。） 

《乳児クラス》 

・おしぼり・お箸セット・エプロン 

（完全給食です。ご飯は保育所で用意します。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）服装について 

 動きやすく、着脱しやすい服装にしましょう。 

 履きやすく、足にあった靴を履かせましょう。 

 衣服や持ち物にはすべて、ひらがなではっきりと名前を書きましょ

う。 

 着替えを持たせて下さい。持ち帰った際は補充をお願いします。 

 

（４）その他ご用意いただくもの 

 緊急連絡引渡しカードに記入、署名捺印をして提出して下さい。 

 （地震・津波等で避難訓練・避難した時に必要となります。）  

 

13 登所・降所について 

（１）登所にあたっては、次の点に留意してください。 

 子どもたちの登所は、保護者が責任を持って保育所に連れて来るよう 

お願いします。 

 7 時 45 分開所です。早出職員 2名で対応しています。 

 保育所には 9時までに登所するようにしましょう。 

 9 時を過ぎるときは必ず保育所に連絡をお願いします。 

 欠席される時は９時までに連絡をお願いします。 

 送迎の際にはなるべく運動場に駐車をして下さい。 

 

（２）降所にあたっては、次の点に留意してください。 

 子どもたちの降所は、保護者が必ずお迎えに来るようにお願いしま

す。 

 保護者以外の方のお迎えの時は、必ず連絡をして下さい。また、お迎

えが遅くなる場合は、連絡をお願いします。 

 送迎の際にはなるべく運動場に駐車をして下さい。 

 17 時 45 分閉所です。居残り職員は 2名で対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 



14 保育所と保護者との連携について 

保育は保護者とともに子どもを育てる営みであり、子どもの 24 時間の生

活を視野に入れ、保護者の気持ちに寄り添いながら家庭との連携を密に

して保育を行います。心配なこと、分からないことはいつでも職員にお

尋ねください。 

 連絡帳(主にアプリ)は、乳児は毎日記入します。幼児組は、連絡事項

などがある時に記入します。目を通して下さい。保護者の方も記入を

お願いします。 

 毎日カバンの中を見てください。保育所からの連絡はよく読んで返事

のいるものは期日を守って提出してください。 

 園だより、献立だより月 1回発行、次の月の予定をお知らせします。

クラスだより・行事等のお知らせ・保健だよりなど不定期に発行しま

す。 

 園内掲示板に、行事や連絡事項をお知らせします。 

 

15 健康診断、健康管理について 

 

（１）健康診断 

高知県児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（平成 25 年 1 月高知

県条例第 21 号）に規定する定期健康診断及び臨時の健康診断を、学校保健安

全法（昭和 33 年法律第 56 号）に規定する健康診断に準じて実施しています。 

 園医による内科健診    全園児 年 2回実施します。 

 園医による歯科健診    全園児 年 2回実施します。 

 尿検査     全園児 年 1 回検査結果により再検査を実施しま

す。 

 視覚・聴覚健診 ５歳児 年 1回実施します。 

 健康診断の結果の記録・整理・保管をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）健康管理、病気のときの対応 

 発熱の場合は体温測定を行い保護者に連絡、医務室で安静にさせ保護者が

迎えに来るまで、保育所で預かります。 

 「登園・登所届」について…登園・登所届の必要な感染症については、必

要事項を記入していただき保育所に提出をお願いします。 

 インフルエンザと新型コロナウイルス感染症については、専用の様式(出席

停止期間終了報告書)での提出をお願いします。 

 はしか・風疹・水ぼうそう・感染性胃腸炎など伝染性の病気にかかった時

は、本人が元気でも周りの子どもたちにもうつりますので、医師の指示ど

おりお休みしましょう。 

 園での与薬…病院で処方された薬のみ「与薬依頼書」に基づき、お預かり

します。一回分を容器に入れて持たせてください。 

 熱など、体の具合の悪い時は、集団生活ができないこともあります。 

ゆっくり体を休ませてあげましょう。 

 

 

16 感染症対策について 

感染症又は食中毒が発生、又はまん延しないように、厚生労働省の「保育所に

おける感染症対策ガイドライン」の手引きに則り、感染症及び食中毒の予防の

ための衛生管理を、適切に実施します。 

 

 園での予防対策として「大量調理施設衛生管理マニュアル」を利用した

衛生自主管理点検表で点検・記録し衛生管理を行っています。 

 感染を広げない為、感染症マニュアルに基づいてすみやかに対応を行い 

二次感染予防に努めます。 

 感染症については、医師の診断を受け、保育所への連絡をしていただき 

感染しない状態に回復してから登所するようにお願いします。 

 感染症が発生した場合の連絡（口頭、掲示板、園便り、保健だより等）

でお知らせします。  

 

17 特別支援児保育について 

 認定を受けている子どもさんの場合は、加配保育士を配置するなど

個々の発達に応じた支援や配慮を行います。 

 

 



18 嘱託医 

以下の医療機関（小児科・内科）と嘱託医契約を締結しています。 

医療機関の名称 むろとぴあ医院 

医 院 長 名 川西 孝和 

所  在  地 室戸市浮津 60 番地 1 

電 話 番 号 0887-23-3993 

 

19 嘱託歯科医 

以下の歯科医と嘱託歯科医契約を締結しています。 

医療機関の名称 松本歯科診療所 

医 院 長 名 松本 啓司 

所  在  地 室戸市吉良川町甲２８２６ 

電 話 番 号 0887-25－2055 

 

20 津波緊急避難場所、避難場所（収容施設） 

 保育所近隣の津波緊急避難場所、最寄の避難場所（収容施設）は次のとおりで

す。 

津波緊急避難場所 大谷保育所園庭 

避難場所（収容施設） 大谷保育所 

その他  

 

21 緊急時における対応 

  保育の提供中に、子どもの健康状態の急変、その他緊急事態が生じたとき

は、お子さまの保護者の方があらかじめ指定した緊急連絡先に連絡します。 

  保護者と連絡が取れない場合には、乳幼児の身体の安全を最優先させ、当保

育所が責任を持って、しかるべき対処を行いますので、あらかじめ御了承願いま

す。 

  

 

 

 

＜近隣の緊急連絡先＞ 



警察署 室戸警察署        22－0110 

消防署 室戸消防署        22－0014 

市役所 室戸市こども子育て支援課 22－5171 

 

22 非常災害時の対策 

  非常災害に関する具体的な計画を立て、防火管理者を定めています。 

非常災害時の関係機関への通報及び連携体制を整備し、それらを定期的に職員

に周知するとともに、毎月１回以上避難及び消火、救出その他必要な訓練を実

施しています。 

防火管理者 山本 洋子 

消防計画届出年月日 消防署 令和 ８ 年 4 月 1 日 

避難訓練 

年間 12 回  （地震・津波・火災避難訓練  年 9 回） 

（消防署立会い避難・消火訓練 年 2回） 

（地震・津波・火災避難引渡し訓練 年 1回） 

防災設備 消火器、誘導灯、火災報知器  

 

 

23 賠償責任保険の加入状況 

以下の保険に加入しています。 

保険の種類 日本スポーツ振興センター災害共済 

保険の内容 
保育所で児童が万一怪我等された場合、治療にかか

る費用を補償 

保険金額 
児童１人あたり ３７５円 

（市負担１３５円・保護者負担２４０円） 

 

 

24 業務の質の評価について 

保育所の自己評価 
保育所の自己評価・園評価については年 1 回行い、

園評価についてはその結果を公表する。 

 

 

 

 

25 虐待の防止のための措置 



 ⑴保育所は、園児に対する虐待を防止するため次の措置を講ずる。 

  ア 人権の擁護、虐待の防止等に関する必要な体制の整備 

イ 職員による園児に対する虐待等の行為の禁止 

ウ 虐待の防止、人権に関する啓発のための職員に対する研修の実施 

エ その他虐待防止のために必要な措置 

 ⑵保育所は、保育を行う中で、保育所職員又は保護者による虐待を受けたと思

われ 

る園児を発見した場合は、児童虐待の防止等に関する法律の規定に従い、速やか

に 

こども子育て支援課･こども子育て支援センター等適切な関係機関に通告す

る。 

 

26 苦情相談窓口 

  要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

相談・苦情受付担当者 
氏名 河原 大和  細木 麻沙恵 

電話番号  0887-22-2260 

相談・苦情解決責任者 
氏名 山本 洋子 

電話番号  0887-22-2260 

第三者委員 

寺内 眞也 
電話番号 0887-22-1026 

役職・肩書等 常会長   

山本 品子 
電話番号 090-7579-2144 

元園長 

受付方法：面接、電話、文書などの方法により、相談・苦情を受け付けていま

す。玄関の入り口にご意見箱を設置しています。 

 

27 地域の育児支援について 

 園庭開放を実施します。 

 行事のご案内・交流をします。 

 地域の育児支援を行います。 

 

28 個人情報の取扱い 

職員及び職員であった者が知り得た個人情報や秘密は、法令による場合

を除くほか、保護者の同意を得ず第三者に提供することはありません。 

 


